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小
型化、 低価格化を目的に EMC フィル

タの選択を過度に単純化すると、 期

待した性能が得られず、 かえって不経

済になることがよくある。

はじめに
EMC 設計の原則は機器の設計段階で考慮

するのが最良で、 その段階では部品配置やケー

ブルの経路など良好な機械的設計により EMC

問題を元から減らすことができる。 良好な EMC

設計ができていても、 フィルタリングの実施は必

ずある程度必要である。 コストとサイズを考慮す

ると、 単純なフィルタ設計の使用が望ましい。 し

かし単純な設計は、 必ずしも期待される結果に

つながるとは限らないので、時には不経済になっ

てしまう。 EMC 仕様を満足させなければならな

い場合、 これが深刻な適合性問題に関わる場

合もある。 本稿では、 よく経験する問題分野と

解決案のいくつかを論じる。

問題および解決策
コンデンサを電磁的ノイズ発生抑圧用 （以後

「ノイズ抑圧」とする）コンデンサ単独で、またはフィ

ルタ内で使う場合、 そのリード線をできるだけ短

くすることが最も重要である。 理想的なコンデン

サの静電容量値 C のリニアなインピーダンス特

性 Z は、 測定周波数を f とすると、 Z=1/2 π fC

となる。

しかし、 実際のリード線付き２端子コンデンサ

は、 静電容量とリード線のインダクタンス Lで決

まる周波数で共振する。 その共振周波数は、

で求められる。 コンデンサのインピーダンスは、

共振周波数以下では理想的な特性に沿ってい

るが、 共振周波数を超えるとコンデンサノイズ抑

圧性能が急激に落ちる。

リード線が長いほど共振周波数は低下し、 コ

ンデンサの性能低下の原因となる。

この現象を、 1μ F のコンデンサから出ている

リード線が 20mm および 100mm のときのイン

ピーダンスの比較を図１に示す。

コンデンサの両端から出ているリード線は

一般的に、 リード線の長さ 10mm につきおよそ

7nH のインダクタンスを持っているので、1μ F の

コンデンサに 20mm のリード線がついた場合、

共振周波数は、 およそ 800kHz になる。 グラフ

の影のついた領域は、 リード線の長さを 20mm

から 100mm に延ばしたことによる性能低下を示

す。

共振周波数を超えると、 ２端子コンデンサの

リード線がインダクタンス L として振る舞う。 その

インピーダンスは、Z=2πfLになる。ラインからアー

スに使用する用途で、 ノイズ抑圧性能が共振周

波数を超えても必要な場合は、 貫通コンデンサ

を使わなければならない。 コンデンサ素子に関

連した２、 ３の小さな共振は別として、 貫通コン

デンサには、 理想に近い性能がある。

図２は、 ２端子コンデンサと貫通コンデンサ物

理的違いを示す。 図３は、 1μ F の貫通コンデン
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